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１.組織の概要 

１）事業所名   株式会社  石崎商店 

１）代表者名   代表取締役 石崎 信雄 

２）所在地   本 社 

〒864-0025 熊本県荒尾市高浜 613 番地１ 

      有明クリーンセンター 

〒864-0057 熊本県荒尾市大島字新四ツ山 1736-6 

３）環境管理責任者     取締役        石崎 剛 

担当者         本社         吉田 拓巳 

            有明クリーンセンター 田中 正三 

４）事業内容        金属リサイクル、一般廃棄物収集運搬･中間処理(破砕･焼却)、 

              産業廃棄物収集運搬･中間処理(破砕･焼却･圧縮･梱包)、 

              電炉･高炉メーカー納入代行 

５）事業規模        設立年月日：昭和 30 年(1955 年)4 月 1 日 
 

項目 令和６年度 単位 

資本金 1,000 万円 

売上高 162,905 万円 

産業廃棄物･特別産業廃棄物中間処理量 16,508.67 ｔ 

産業廃棄物収集運搬量（本社のみ） 3860.21 ｔ 

一般廃棄物（可燃･不燃ごみ）の収集運搬量 627.71 ｔ 

再資源回収量 16,709.59 ｔ 

中間処理量（再生資源） 16,709.59 ｔ 

従業員数 64 人 

本社：事務所床面積 251.27 ㎡ 

工場棟床面積 817.5 ㎡ 

有明クリーンセンター：事務所床面積  371.38 ㎡ 

工場棟床面積 5,223.30 ㎡ 

 

６）事業年度   8 月～翌年 7 月 

７）認証・登録の対象範囲  対象事業：全事業 

対象事業所：本社･有明クリーンセンター 

認証･登録番号：0012489   

認証登録日：平成 30 年(2018 年)8 月 21 日 
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８）許可内容 

①一般廃棄物＜収集運搬＞ 
許可区域 
許可番号 

許可の年月日 
有効期限 許可の種類 廃棄物の種類 

荒尾市 
荒尾市指令第 21 号 

令和 06 年 04 月 01 日 
一般廃棄物収集運搬業 

事業系一般廃棄物 
家庭系引っ越しごみ 
一時多量ごみ 令和 08 年 03 月 31 日 

玉名市 
玉市環指令第 18 号 

令和 06 年 12 月 15 日 
一般廃棄物収集運搬業 

事業系一般廃棄物(し尿を
除く) 
引越用粗大ごみ 令和 08 年 12 月 14 日 

⾧洲町 
⾧洲町指令第 203 号 

令和 06 年 08 月 18 日 一般廃棄物収集運搬業 
(事業系) 事業系一般廃棄物 

令和 08 年 08 月 17 日 

大牟田市 
許可番号第 903 号 

令和 07 年 04 月 01 日 
一般廃棄物収集運搬業 

一般廃棄物(荒尾市の一般
廃棄物収集運搬業の許可に
より荒尾市で収集した燃え
るごみに限る) 令和 09 年 03 月 31 日 

 

②一般廃棄物＜処分＞ 
許可区域 
許可番号 

許可の年月日 
有効期限 許可の種類 廃棄物の種類 

荒尾市 
荒尾市指令 1154 号 

令和 07 年 09 月 01 日 

焼却・破砕 

一般廃棄物 
(燃え殻、廃プラスチック
類、紙くず、木くず、繊維
くず、動植物性残さ、動物
系固形不要物、金属くず、
動物のふん尿、動物の死
体、生活系ごみ) 
特別管理一般廃棄物 
(感染性一般廃棄物) 

令和 09 年 08 月 31 日 

荒尾市 
荒尾市指令 18 号 

令和 06 年 04 月 01 日 

破砕 

ごみ 
(紙くず、木くず、繊維く
ず、金属くず、ガラスくず
コンクリートくず及び陶磁
器くず、がれき類、廃プラ
スチック類(これらのうち
自動車等破砕物、石綿含有
一般廃棄物、廃石膏ボー
ド、水銀仕様製品一般廃棄
物及び特別管理一般廃棄物
を除く)) 

令和 0８年 03 月 31 日 

 

③一般廃棄物＜処理施設設置＞ 

許可番号 許可の年月日 処理能力 

焼－第 16 号(焼却) 令和 04 年 03 月 28 日 1,090.0ｔ／日(24 時間) 

破－第 51 号(破砕) 令和 06 年 01 月 24 日 1,016.8ｔ／日(08 時間) 
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④産業廃棄物＜収集運搬業＞ 

許可区域 
許可番号 

積
替
保
管 

許可の年月日 
有効期限 

許可証項目（事業の範囲） 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
く
ず

等 鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん 

熊本県 
第 04300059921 号 無 

令和 16 年 07 月 12 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

令和 13 年 07 月 11 日 

福岡県 
第 04000059921 号 無 

令和 16 年 07 月 21 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

令和 13 年 07 月 20 日 

⾧崎県 
第 04200059921 号 無 

令和 07 年 04 月 19 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

令和 12 年 04 月 18 日 

大分県 
第 04407059921 号 無 

令和 07 年 11 月 02 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

令和 12 年 11 月 01 日 

鹿児島県 
第 04602059921 号 無 

令和 07 年 11 月 29 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

令和 12 年 11 月 28 日 

佐賀県 
第 04101059921 号 無 

令和 07 年 11 月 22 日 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

令和 12 年 11 月 21 日 

 

⑤産業廃棄物＜収集運搬業(特管)＞ 

許可区域 
許可番号 

積
替
保
管 

許可の年月日 
有効期限 

許可証項目（事業の範囲） 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
石
綿
等 

汚
泥(

有
害) 

廃
油(

有
害) 

廃
酸(

有
害) 

廃
ア
ル
カ
リ(

有
害) 

熊本県 
第 04350059921 号 無 

令和 14 年 09 月 05 日 
● ● ● ● ● ● ● ● 

令和 09 年 09 月 11 日 

福岡県 
第 04050059921 号 無 

令和 14 年 09 月 12 日 
● ● ● ● ● ● ● ● 

令和 09 年 09 月 11 日 

大分県 
第 04457059921 号 無 

令和 14 年 09 月 27 日 
● ● ● ● ● ● ● ● 

令和 09 年 09 月 26 日 
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⑥産業廃棄物＜処分＞ 
許可区域 
許可番号 

許可の年月日 
有効期限 事業の区分 許可の種類 処理方式 

熊本県 
第 04320059921 号 

令和 06 年 08 月 06 日 
中間処理業 焼却・破砕 

圧縮･破砕 
圧縮･梱包 
焼却 
破砕 令和 13 年 08 月 05 日 

 

⑦産業廃棄物＜処分(特管)＞ 
許可区域 
許可番号 

許可の年月日 
有効期限 事業の区分 許可の種類 処理方式 

熊本県 
第 04370059921 号 

令和 05 年 08 月 08 日 
中間処理業 破砕 焼却 

令和 10 年 08 月 07 日 

 

⑧産業廃棄物＜処理施設設置＞ 

許可番号 許可の年月日 処理能力 

第中－第 303 号(焼却) 令和 04 年 03 月 28 日 

①汚泥の焼却施設 
39.65ｔ／日(24 時間) 

②廃油の焼却施設 
 63.02ｔ／日(24 時間) 
③廃プラスチック類の焼却施設 
 46.82ｔ／日(24 時間) 
④産業廃棄物の焼却施設 
 90.00ｔ／日(24 時間) 

第中－第 300 号(破砕) 令和 03 年 12 月 08 日 

①紙くず 
128.8ｔ／日(8 時間) 

②木くず 
 188.8ｔ／日(8 時間) 
③繊維くず 
 41.6ｔ／日(8 時間) 
④金属くず 

679.2ｔ／日(8 時間) 
⑤ガラスくず等 
 600.8ｔ／日(8 時間) 
⑥がれき類 
 1,016.8ｔ／日(8 時間) 
⑦廃プラスチック類 
 120.0ｔ／日(8 時間) 
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1000t ギロチンスクラップシャー 

 

９）本社・主要設備 

①設備関係 

◇1000t ギロチンスクラップシャー 

◇150HP 三方締めプレス 

◇100HP マルチベーラー 

◇60t トラックスケール 

 

 

 

 

 

 

 

◇設備処理能力 

工程 設備 能力 取扱品目 

圧縮・破砕 1000t ギロチンスクラップシャー 364.9t／日（8 時間） 金属くず 

圧縮・梱包 100HP マルチベーラー 67t／日（8 時間） 廃プラスチック類 

②重機関係 
重機関係 ◇油圧ショベル（クローラ式） 

ZX200LC-3・SH330LC-3・ SH330LC-7 

◇油圧ショベル（クローラ・ホイール式/兼用機） 

SH200LC-6 

◇油圧ショベル（ミニ） 

SK50R-3・SK60SR-1 

◇フォークリフト（エンジン式） 

コマツ FD25T-12 

◇フォークリフト（バッテリー式） 

ユニキャリア FHD30T3A 

 ユニキャリア FB18-8 

③収集運搬車両 

◇10ｔ車(グラップル付き、ダンプ、アームロール、ウイング)  

◇07ｔ車(グラップル付き、ユニック) 

◇04ｔ車(グラップル付き、アームロール、平ボディ、塵芥車) 

◇02ｔ車(ダンプ、平ボディ、塵芥車) 

 

150HP 三方締めプレス 

100HP マルチベーラー 60t トラックスケール 
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10－１）本社･作業フロー 
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10－２）有明クリーンセンター･設備関係 
 

・ストーカ式焼却炉: AIS-16 型 ・二軸破砕機 MAGMA-150 型 

  

・設備処理能力 
工程 設備 能力 取扱品目 

焼却 

㈱アクトリー製 

ストーカ式焼却炉 

 AIS-16 型 

90t/日 

（24h） 

燃え殻､汚泥､廃油､廃酸､廃アルカリ､廃プラスチック類､紙

くず､木くず､繊維くず､動植物性残さ､動物系固形不要物､ｺﾞ

ﾑくず､金属くず､ガラスくず､コンクリートくず及び陶磁器

くず､鉱さい､がれき類､動物のふん尿､動物の死体､ばいじ

ん､13 号廃棄物 

(これらのうち廃石膏ボードおよび､自動車等破砕物石綿含

有産業廃棄物､水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじ

ん等であるものを除く｡) 

破砕 

㈱宮本製作所製 

二軸破砕機 

MAGMA-150 型 

120t/日 

（8h） 

廃プラスチック類､紙くず､木くず､繊維くず､金属くず､ガラ

スくず､コンクリートくず及び陶磁器くず､がれき類 

(これらのうち廃石膏ボードおよび､自動車等破砕物石綿含

有産業廃棄物､水銀使用製品産業廃棄物を除く｡) 

・作業フロー 
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２.環境経営方針 
 

 
環境経営方針 

 
環境理念 

株式会社石崎商店は、自らの事業活動から生じる環境への影響を認識し、地域に密着し 

た活動や貢献を通して地球環境との調和・共生を目指す環境経営システムを構築し、 

未来に繋がる地球環境づくりに取組みます。 
 

行 動 指 針 

株式会社石崎商店では環境経営システム推進のため、特に以下の事項について 

重点的に取り組みます。 

１．省エネ・省資源に努め、二酸化炭素排出量を削減します。 

２．廃棄物排出量の削減とリサイクルに努めます。 

３．一般廃棄物及び産業廃棄物は、安全かつ適正に収集処理します。 

４．節水に努め、水資源の保全に努めます。 

５．グリーン購入に努めます。 

６．当社に適用される環境に関する法規制を遵守します。 

７．環境への取組みは、環境経営レポートに取りまとめて公表します。 

８．この環境経営方針は全従業員に周知致します。 

 

環境経営方針を達成するために、環境経営目標・環境経営計画を実践し、毎年見直しを

行い、環境経営システムの継続的改善に取組みます。 
制定日：平成 29 年 10 月 1 日 
改定日：令和 4 年 11 月 21 日 

 
株式会社 石崎商店 
代表取締役 石崎 信雄 
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３.組織体制 
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４.環境経営目標(中期) 

目標 単位 
基準年 

令和 5 年 
実績値 

環境経営目標 

令和６年度

(△1%) 

令和７年度

(△2%) 

令和８年度

(△3%) 

１）二酸化炭素排出量の削減 ㎏- 1,378,539.8 1,364,754.4 1,350,969.0 1,337,183.6 

①電気使用量の削減   合計 

kWh 

214,280 212,137 209,994 207,851 
本社・工場 214,280 212,137 209,994 207,851 
有明クリーンセンター 1,119,867 (1,119,867) (1,119,867) (1,119,867) 

②ガソリン使用量の削減 合計 

ℓ 

4,321.8 4,275.6 4,235.4 4,192.1 
本社・工場 4,321.8 4,275.6 4,235.4 4,192.1 
有明クリーンセンター 2,543 (2,543) (2,543) (2,543) 

③軽油使用量の削減   合計 

ℓ 

118,355 117,171.5 115,987.9 114,804.4 
本社・工場 118,355 117,171.5 115,987.9 114,804.4 
有明クリーンセンター 3,745.5 (3,745.5) (3,745.5) (3,745.5) 

④重油使用量の削減 
有明クリーンセンターのみ ℓ 154,000 (154,000) (154,000) (154,000) 

⑤LPG 使用量の削減   合計 

㎥ 

26.4 26.2 25.9 25.7 
本社・工場 24.9 24.7 24.4 24.2 
有明クリーンセンター 1.5 (1.5) (1.5) (1.5) 

⑥灯油使用量の削減 本社・工場 ℓ 443.1 438.7 434.2 429.8 
２）廃棄物排出量の削減 

①一般廃棄物排出量の削減 － ― ― ― ― 
本社・工場 

― 分別活動の実施 
有明クリーンセンター 

②産業廃棄物排出量の削減 ― ― ― ― ― 
本社・工場 

― 分別活動の実施 
有明クリーンセンター 

③受託した再生資源物のリサイクル

％ 
100 100 100 100 

本社・工場 100 100 100 100 
有明クリーンセンター 8.7 (8.7) (8.7) (8.7) 

３）水使用量の削減      

㎥ 
12,045 12,042 12,040 12,037 

 本社・工場 265 262 260 257 
有明クリーンセンター 11,780 (11,780) (11,780) (11,780) 

４）グリーン購入 － グリーン購入の推進 
５）地域貢献活動の推進 回 6 6 6 6 

 
備考） 
１）有明クリーンセンターの基準年について「令和 5 年度実績」を仮で設定した。 

目標値設定にあたっては、令和６年度の操業は 1 月以降受入量が増加したが年間での稼働率が６０％と低
く安定操業に至っていないため令和７年度以降安定操業となった時点で目標値設定する。 

２）廃棄物排出量の削減に関して  
①自社で排出する一般・産業廃棄物を削減することは困難であるため、分別活動を実施しリサイクル化の
推進を目標とする。 
②受託した再資源物の再資源化を事業上の目標として掲げる。  

３）PRTR 法に該当する化学物質は使用していない。 
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５.環境経営計画 

１）二酸化炭素排出量の削減                      ※ACC＝有明ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ                       

活動項目 部門(責任者) 日程 

電気 
事務所室内温度の設定 
（目安：夏 25～28℃・冬 24～26℃） 事務所(本社・ACC) 使用時 

機器使用時以外は主電源を切る 全体 使用時 

ガソリン 
アイドリングストップ 全体 駐停車時 

タイヤの空気圧を定期的に確認する 全体 点検時 

軽油 
アイドリングストッフﾟ 現場(本社・ACC) 駐停車時 

タイヤの空気圧を定期的に確認する 現場(本社) 点検時 

A 重油 燃焼状態の管理 現場(ACC) 点検時 

LPG 
適正な火力(温度)の調整 事務所(本社)・現場(ACC) 使用時 

空焚きをしない 事務所(本社) 使用時 

灯油 
人が居る時以外の使用禁止 現場(本社) 使用時 

適切な燃焼状態の管理 現場(本社) 使用時 

２）廃棄物排出量の削減 
活動項目 部門(責任者) 日程 

一般・産業 
廃棄物 

両面印刷や裏紙使用で紙使用量を削減 
廃棄時の分別によるリサイクル率の向上 

全体 

常時 

使用済み封筒やダンボールを資源ごみへ分別 
廃棄時 

資源ごみの分別箱等によるリサイクル率の向上 

再生資源物の
リサイクル化 分別の徹底 全体 再資源化時 

３）水使用量の削減 
活動項目 部門(責任者) 日程 

洗車は洗車機による事とし節水に努める 現場(本社・ACC) 洗車時 

手洗場には節水シールを貼り、節水を呼び掛ける。 全体 水使用時 

４）グリーン購入の推進 
活動項目 部門(責任者) 日程 

文具類のグリーン購入の推進 購買担当(本社・ACC) 発注・購入時 

５）地域貢献活動の推進 
活動項目 活動結果 日程 

地域ボランティア活動への参加 
全体 活動日 

地域貢献活動（周辺の清掃） 
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６.環境経営目標の実績                      

目標 単位 
令和 6 年度（令和 6 年８月～令和 7 年７月） 

目標 実績 達成率 判定 

１）二酸化炭素排出量の削減・ 

※本社・工場・ACC 
㎏-CO2 1,364,754.40 2,778,609.69 49％ × 

①電気使用量の削減     合計 kWh ― 2,742,529.00 ― ― 
本社・工場 kWh 212,137.00 247,162.00 86％ △ 
有明クリーンセンター kWh （1,119,867）2,495,367.00 ― ― 

②ガソリン使用量の削減   合計 ℓ ― 9,280.82 ― ― 
本社・工場 ℓ 4,275.6 5,296.53 81％ △ 
有明クリーンセンター ℓ (2,543) 3,984.29 ― ― 

③軽油使用量の削減     合計 ℓ ― 150,297.43 ―  
本社・工場 ℓ 117,171.5 128,637.86 91％ △ 
有明クリーンセンター ℓ (3745.5) 21,659.57 ― ― 

④重油使用量の削減 
※有明クリーンセンターのみ 

ℓ (154,000) 300,000.00 ― ― 

⑤LPG 使用量の削減 ㎥ ― 37.10 ―  
本社・工場 ㎥ 26.2 29.00 90％ △ 
有明クリーンセンター ㎥ (1.5) 8.10 ― ― 

⑥灯油使用量の削減（本社・工場） ℓ 438.7 306.00 143％ ○ 

２）廃棄物排出量の削減 

 

① 一般廃棄物排出量の削減 ― 分別活動の実施 分別活動の実施 ― 〇 
② 産業廃棄物排出量の削減 ― 分別活動の実施 分別活動の実施 ― 〇 
③受託した再生資源物のリサイクル

化 
％ 100 100 100 〇 

３）水使用量の削減    

 
本社・工場      ㎥ 262 272 96％ △ 
有明クリーンセンター ㎥ ― 51,486 ― ― 

４）グリーン購入 － グリーン購入の
推進 推進できた ― 〇 

５）地域貢献活動の推進 回 6 8 133% 〇 

《判定基準》 〇：達成度 100％以上 △：100％未満 80％以上 ×：80％未満（是正対象） 

※上記全社の二酸化炭素総排出量（2,778,609.69 ㎏-CO2）となり達成率は 49％となったが下記理由に 

より是正対象とはしない。 

１）ＡＣＣ・有明クリーンセンター 

稼働開始後の 1 年間（令和５年 9 月～令和６年 8 月）を基準年としたが、安定操業に至っていないことも

あり、目標値と実績値が大きく乖離している。特にＣＯ２排出量（ガソリン、ＡＣＣの重油）、水使用量に

ついては令和７年度以降安定操業となった時点で目標値を設定する。 

２）電気排出係数について 令和６年度の調整後排出係数を使用   

電力会社・本社/工場：㈱U-POWER：0.468kg-CO3/kWh   

・ACC：丸紅新電力㈱：0.577kg-CO3/kWh 
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７.環経営計画の取組結果とその評価・次年度の取組計画 
１）二酸化炭素排出量の削減                     ※ACC＝有明ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ                       

活動項目 
活動結果 環境経営計画の評価 

次年度の取組計画 事務所 現場 事務所
(ACC) 

現場
(ACC) 

電気 

事務所室内温度の設定 
（目安：夏 25～28℃・冬 24～26℃） 

〇 ― 〇 ― 
今年度、二酸化炭素排出量削減目標は、未達成であった。(6.
環境経営目標の実績下部に記載の通り、目標値設定について
検討の必要あり) 
基準年度(令和 5 年度)から算出した今年度の目標について
【灯油】のみ達成率 100％を超えており、全体の評価として
は課題が残った。理由が明確なものもあり、改善策を検討す
る。 
【電力】：未達成 
目標こそ達成できなかったものの、前年度よりも達成度は約
9％改善されている。施設の保全、従業員の健康管理を徹底
し、目標達成に向けて努力していく。 
【ガソリン】：未達成 
営業車のみの使用である。廃棄物の処理施設が大牟田市に変
更されたことにより走行距離が延び、燃料の使用量も増え
た。目標値の設定について検討する必要がある。 
【軽油】：未達成 
ガソリンと同じ理由で未達成となった。 
【Ａ重油】：評価無し 
ごみの適正投入と効率的な運転に努める。 
【LPG】：未達成 
給湯のみの使用である。今後も取り組みを続ける。 
【灯油】：達成 
適正利用を心掛けた結果、改善した。今後も必要時のみの使
用とすることで、目標を達成するため取り組みを続ける。 
※ACC は目標設定後評価対象とする。 

機器使用時以外は主電源を切る 〇 〇 〇 〇 

ガソリン 
アイドリングストップ 〇 〇 〇 〇 
タイヤの空気圧を定期的に確認
する 〇 〇 〇 〇 

軽油 
アイドリングストッフ゜ ― 〇 ― 〇 
タイヤの空気圧を定期的に確認
する ― 〇 ― ― 

A 重油 燃焼状態の管理 ― ― ― 〇 

LPG 
適正な火力(温度)の調整 〇 ― ― 〇 

空焚きをしない 〇 ― ― ― 

灯油 
人が居る時以外の使用禁止 ― 〇 ― ― 

適切な燃焼状態の管理 ― 〇 ― ― 

２）廃棄物排出量の削減 

活動項目 
活動結果 環境経営計画の評価 

次年度の取組計画 事務所 現場 事務所
(ACC)  

現場
(ACC)  

一般・産業 
廃棄物 

両面印刷や裏紙使用で紙使用量を削減 
廃棄時の分別によるリサイクル率の向上 △ ― △ △ 

【一般廃棄物】：達成 
以前より事務所内に分別ボックスを配置し、分別リサイクル
を推進している。今後も取り組みを継続する。 
【産業廃棄物】：達成 
自社搬出分の産廃は基本的に無い為、再資源化を再委託して
いる部分が該当する。 
引き続き分別を徹底しリサイクル化を推進していく。 
【再資源化物】：達成 
引き続き取り組みを継続する。 

使用済み封筒やダンボールを資源ごみへ
分別 〇 〇 〇 〇 

資源ごみの分別箱等によるリサイクル率
の向上 〇 〇 〇 〇 

再生資源物の
リサイクル化 分別の徹底 〇 〇 〇 〇 

３）水使用量の削減 

活動項目 
活動結果 環境経営計画の評価 

次年度の取組計画 事務所 現場 事務所
(ACC)  

現場
(ACC)  

洗車は洗車機による事とし節水に努める 〇 〇 〇 〇 
【水】：未達成 
目標値まで僅かに届かなかったが、昨年度より 2％改善した。 
節水シールの張り付けが完全ではなかった。 
朝礼での呼びかけは続ける。 
ACC では雨水の積極的活用を推進する。 手洗場には節水シールを貼り、節水を呼び掛ける。 △ △ △ △ 

４）グリーン購入の推進 

活動項目 
活動結果 環境経営計画の評価 

次年度の取組計画 事務所 現場 事務所
(ACC) 

現場
(ACC) 

文具類のグリーン購入の推進 〇 〇 〇 〇 【グリーン購入】：達成 
エコ商品の購入を心掛けた。引き続き取り組みを続ける。 

５）地域貢献活動の推進 

活動項目 
活動結果 環境経営計画の評価 

次年度の取組計画 事務所 現場 事務所
(ACC) 

現場
(ACC)  

地域ボランティア活動への参加 〇 〇 〇 〇 
【地域貢献活動】：達成 
本社周辺道路の清掃、行政主導のボランティア清掃等へ 
参加した。 
引き続き取り組みを続ける。 地域貢献活動（周辺の清掃） 〇 〇 〇 〇 

結果の判定基準 〇：達成できた △：十分とは言えなかった ×：不十分であった －：対象外 
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８.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無 

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおり。 
摘要される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等） 

廃棄物の処理及び 
清掃に関する法律（廃掃法） 

・産業廃棄物収集・運搬・処分  
・一般廃棄物の収集運搬及び中間処理 

騒音規制法 ・県条例上乗せ 

振動規制法 ・県条例上乗せ 

大気汚染防止法 ・ばい煙発生施設の設置の届出 

ダイオキシン類対策特別措置法 ・特定施設の設置の届出 
・特定施設の変更等の届出 

悪臭防止法 ・規制基準の遵守義務 

毒物・劇物取締法 ・保管タンクへの表示義務 

消防法 

・消防計画・資源物・油の保管 
・地下タンクの漏洩日常点検・法定点検 
・危険物施設の届出 危険物保安監督者の選任～届出 
・危険物貯蔵所･取扱所の設備等の基準維持 

グリーン購入法 ・物品の購入 

家電リサイクル法 ・家電 5 品目の処分 

パソコンリサイクル法 ・パソコンの廃棄 

道路運送法 ・過積載の禁止等 

リサイクル事業務委託契約 ・委託仕様書 

資源の有効利用促進法 ・リサイクルに関する荒尾市条例 

浄化槽法 ・設置届け出、定期・法定点検 

フロン排出抑制法 ・簡易点検の実施 

オフロード法 ・建設機械の使用制限 

熊本県地下水保全条例 ・設置届 
 

労働安全衛生法 

・変更届業環境測定 
・クレーンの設置届 

熱中症対策について 
・WBGT 値 28 度以上 または 気温 31 度以上 の環境下で、 
・報告体制の整備、実施手順の作成、関係者への周知教育、作業環境

の管理の実施 

※令和 7 年 8 月 1 日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反は無かった。 

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も無かった 
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９.代表者による全体評価と見直しの結果 
 
●本年度は 

昨年度より焼却施設「有明クリーンセンター」が稼働し、EA21 に関する取り組みについても拡大とな

った。過去の経験・経緯を踏まえた部門ごとの取り組み、次年度の取り組みに向けた振り返り、改善個所
の共有を行った。全社員が真剣に取り組んでいると評価できる。 

 

●環境経営方針について 
  上記同様、「有明クリーンセンター」の稼働にあたり、環境経営方針を意識することができた。 

 法規制の順守においても追加された項目が複数あり、とりまとめを機会に再認識を行えた。 

 
●環境経営目標、環境経営計画について 

  今年度、全社において酸化炭素の排出量削減目標に関して目標達成に至らなかった。 

要因として、有明クリーンセンターが本格稼働していない事が挙げられる。稼働率が通年を通して安定し
た年度の数値をもとに削減目標を算出する必要がある。(令和 7 年度の数値を目標値に設定する予定) 

また、弊社の業態を鑑み、現在の集計数値での比較から取扱量をもとにした原単位算定に変更する必要が

ある。 
  今後も事務所・現場の生産性向上と並行し、保全計画等の活動も重視していく。当取り組みに関して

は、全社を挙げて活動を強化することはもちろん、全社員が取組について正しく理解する必要がある。地

域環境改善の一助となるよう環境経営目標の達成に向けて一丸となり取り組むこととする。 
 

●実施体制について 

  「目標・方針・計画・実施体制・その他のシステム等」は継続し、目標・実際の活動に関しては、取り
巻く環境の変化・取り組んだ結果次第で見直しを行うこととする。特に、電気の使用量の項目において、

目標の達成には至らなかったものの電力会社の変更と社員の取組により昨年度よりも向上することができ

た。取り組みを継続し、状況に応じて目標の見直しや改定を行ってゆく。 
 

 

 
 

 

 
令和 7 年 12 月 8 日   

 株式会社 石崎商店   
代表取締役 石崎 信雄 

  



16 

 
10.緊急事態対応訓練の状況 
 

１）消火訓練、油漏れ対応訓練の様子  
実施日：令和 6 年 11 月 21 日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消火訓練①               油漏れ対応訓練① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消火訓練②               油漏れ対応訓練② 
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11.社会貢献活動の状況 
１）周辺地域の清掃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）緑化運動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
12.工場見学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


